























































































11 27 3 4 7
21.15% 51.92% 5.77% 7.69% 13.46%
12 28 4 5 3
23.08% 53.85% 7.69% 9.62% 5.77%
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A survey about Anxiety, Distress, and Stress in nursing students (2)






























２．調査期間　2017 年 7 月～ 2018 年 1 月
３．調査対象　本学看護学科 1 年生および 2 年生
　　計 143 名
　　このうち、2017 年 7 月・2017 年 9 月・2018
　　年 1 月の 3 回の調査にすべて回答した 90 名（1


























感じない（0 点）」の 5 件法にて回答を求めた。
　不安や悩みに関する質問項目は、日本学生支援機
構（2014）の平成 26 年度学生生活調査にて使用さ
れた 5 つの質問項目を採用し、「大いにある（4 点）」、
「少しある（3 点）」、「あまりない（2 点）」、「全く









実施）にて、1 年生および 2 年生それぞれの時期別
の回答に差があるか確認した。また下位尺度の得























　調査対象者 143 名のうち、全 3 回の調査にすべ
て回答が得られた 1 年生 52 名（男性 8 名、女性
44 名）、2 年生 38 名（男性 8 名、女性 30 名）を
分析対象とした。居住形態は、1 年生においては自
14 看護学生の不安・悩み・ストレスに関する実態調査（２）
宅 43 名（84.3％）、下宿 8 名（15.7％）、不明 1 名
であった。2 年生は自宅 31 名（81.6％）、下宿 6
名（15.8％）、親戚宅 1 名（2.6％）であり、居住形
態の傾向に学年差はなかった。通学手段（表 2）は、
1 年生の 7 月・9 月においては公共交通機関が 5 割
以上を占め、1 月になると自家用車と公共交通機関








が低く、「1 ～ 2 日 / 週」または「全く食べなかっ
た」と回答した学生が約 2 割を占めていた。昼食は、
「毎日」の回答者がすべての時期・学年において 7
割以上を占めていた。特に、1 年生の 7 月・1 月に
おいて9割を超える学生が毎日摂取していた。一方、
1 年生・2 年生ともに 9 月のみ「3 ～ 4 日 / 週」、「1
～ 2 日 / 週」、「全く食べなかった」という学生が 1
割を超えていた。夕食も「毎日」の学生がいずれの
時期・学年においても 7 割を超え、「全く食べなかっ
た」という学生は 1 年生 9 月の 1 名以外はおらず、
朝食・昼食に比べて摂取率が高いことがわかった。
欠食の理由の上位は「食欲がない」「眠りたい」が
それぞれ 2 ～ 3 割を占め、経済面の理由により摂
取できない学生はいなかった。外食（学生食堂の弁
当やアルバイトのまかない等を含む）の頻度は全体















































業（課題）」であり、1 年生の 7 月、2 年生の 7 月・
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毎日 35 67.31 33 63.46 31 59.62 18 47.37 13 34.21 19 50.00
5～6日/週 3 5.77 3 5.77 6 11.54 10 26.32 7 18.42 4 10.53
3～4日/週 2 3.85 3 5.77 4 7.69 3 7.89 8 21.05 7 18.42
1～2日/週 7 13.46 6 11.54 6 11.54 5 13.16 8 21.05 5 13.16
全く食べなかった 5 9.62 7 13.46 5 9.62 2 5.26 2 5.26 3 7.89
毎日 49 94.23 39 75.00 47 90.38 31 81.58 28 73.68 31 81.58
5～6日/週 2 3.85 6 11.54 4 7.69 5 13.16 3 7.89 4 10.53
3～4日/週 0 0.00 4 7.69 0 0.00 1 2.63 5 13.16 2 5.26
1～2日/週 1 1.92 1 1.92 0 0.00 0 0.00 1 2.63 1 2.63
全く食べなかった 0 0.00 2 3.85 1 1.92 1 2.63 1 2.63 0 0.00
毎日 39 75.00 40 76.92 41 78.85 31 81.58 30 78.95 30 78.95
5～6日/週 8 15.38 5 9.62 7 13.46 5 13.16 3 7.89 4 10.53
3～4日/週 2 3.85 5 9.62 2 3.85 1 2.63 5 13.16 4 10.53
1～2日/週 3 5.77 1 1.92 2 3.85 1 2.63 0 0.00 0 0.00
全く食べなかった 0 0.00 1 1.92 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
経済面の理由 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00
食欲がない 15 28.85 14 26.92 10 19.23 9 23.68 10 26.32 10 26.32
規則正しい食生活の習慣がない 5 9.62 5 9.62 3 5.77 3 7.89 6 15.79 4 10.53
アルバイトがある 6 11.54 7 13.46 4 7.69 2 5.26 3 7.89 2 5.26
勉強が忙しい 3 5.77 0 0.00 0 0.00 5 13.16 3 7.89 6 15.79
眠りたい 12 23.08 11 21.15 15 28.85 10 26.32 11 28.95 14 36.84
朝は体調がよくない 3 5.77 4 7.69 0 0.00 2 5.26 2 5.26 4 10.53
食事の用意がない 4 7.69 1 1.92 2 3.85 4 10.53 2 5.26 2 5.26
その他 3 5.77 1 1.92 2 3.85 4 10.53 4 10.53 3 7.89
毎日2回以上（週14回以上） 1 1.92 2 3.85 0 0.00 1 2.63 0 0.00 3 7.89
毎日1回以上2回未満（週7回以上14回未満） 1 1.92 2 3.85 3 5.77 3 7.89 4 10.53 5 13.16
週2回以上7回未満 16 30.77 18 34.62 14 26.92 16 42.11 16 42.11 10 26.32
外食しない、または週2回未満 34 65.38 30 57.69 35 67.31 18 47.37 18 47.37 20 52.63
毎日2回以上（週14回以上） 10 19.23 4 7.69 5 9.62 3 7.89 7 18.42 3 7.89
毎日1回以上2回未満（週7回以上14回未満） 14 26.92 9 17.31 14 26.92 8 21.05 6 15.79 11 28.95
週2回以上7回未満 14 26.92 18 34.62 15 28.85 16 42.11 19 50.00 13 34.21
外食しない、または週2回未満 14 26.92 21 40.38 18 34.62 11 28.95 6 15.79 11 28.95
5時間未満 15 28.85 3 5.77 9 17.31 13 34.21 7 18.42 21 55.26
5時間以上6時間未満 25 48.08 25 48.08 26 50.00 20 52.63 9 23.68 16 42.11
6時間以上7時間未満 9 17.31 13 25.00 10 19.23 4 10.53 9 23.68 1 2.63
7時間以上8時間未満 2 3.85 9 17.31 6 11.54 1 2.63 7 18.42 0 0.00
8時間以上9時間未満 1 1.92 1 1.92 1 1.92 0 0.00 3 7.89 0 0.00
9時間以上 0 0.00 1 1.92 0 0.00 0 0.00 3 7.89 0 0.00
問題あり 42 80.77 28 53.85 27 51.92 31 81.58 26 68.42 34 89.47
問題なし 10 19.23 24 46.15 25 48.10 7 18.42 12 31.58 4 10.53
寝つきに時間がかかった 6 11.54 9 17.31 4 7.69 7 18.42 10 26.32 5 13.16
睡眠途中に目が覚めた 5 9.62 4 7.69 6 11.54 4 10.53 3 7.89 4 10.53
起床時刻より早く目覚めた 0 0.00 1 1.92 1 1.92 1 2.63 3 7.89 1 2.63
睡眠時間が足りなかった 29 55.77 14 26.92 10 19.23 18 47.37 10 26.32 27 71.05
睡眠全体の質が満足できなかった 21 40.38 9 17.31 9 17.31 11 28.95 9 23.68 13 34.21
日中、眠気を感じた 34 65.38 10 19.23 18 34.62 25 65.79 16 42.11 24 63.16
学業（課題） 44 84.62 21 40.38 18 34.62 33 86.84 23 60.53 31 81.58
家事 6 11.54 2 3.85 6 11.54 4 10.53 1 2.63 1 2.63
アルバイト 5 9.62 7 13.46 6 11.54 7 18.42 8 21.05 2 5.26
育児・介護 2 3.85 1 1.92 1 1.92 0 0.00 1 2.63 1 2.63
健康状態 2 3.85 2 3.85 2 3.85 4 10.53 4 10.53 3 7.89
通勤・通学の所要時間 9 17.31 5 9.62 5 9.62 2 5.26 0 0.00 4 10.53
睡眠環境 2 3.85 1 1.92 1 1.92 1 2.63 1 2.63 2 5.26
就寝前のスマホ・ゲーム等 13 25.00 8 15.38 11 21.15 11 28.95 14 36.84 9 23.68
その他 3 5.77 1 1.92 3 5.77 1 2.63 2 5.26 2 5.26



















































　2 年生の 9 月は、「睡眠に問題あり」の回答率が
低かったが、睡眠に問題を感じた学生の中で「寝つ
きに時間がかかった」の回答率は他の時期よりも目

















































た項目は 8 項目であり、いずれも 7 月の得点が高
くストレスの度合いが有意に高いことを示してい




た。また「進級についての不安」は 7 月＞ 9 月お
よび 9 月＞ 1 月であり、「体の調子が良くない」は






























た。また、9 月から 1 月にかけては、試験勉強の大
変さは低下していたが、生活環境の大きな変化に関


















試験勉強が大変 2.81 1.19 2.04 1.15 2.00 1.27 ** 7月＞9月，7月＞1月 2.84 1.13 3.24 1.13 2.61 1.31 * 9月＞1月
身体的な疲れ 2.31 1.18 1.42 1.19 1.48 1.16 ** 7月＞9月，7月＞1月 2.58 1.06 2.16 1.44 2.61 1.26
進級についての不安 2.31 1.39 1.65 1.49 2.10 1.35 ** 7月＞9月，1月＞9月 2.11 1.41 2.13 1.42 2.37 1.44
レポートやゼミの準備が大変 2.23 1.18 1.37 1.16 1.15 0.94 ** 7月＞9月，7月＞1月 2.08 1.53 1.84 1.44 1.84 1.44




おもしろくない授業 80.142.152.192.151.180.229.032.169.071.153.106.1 ** 7月＞9月，7月＞1月
就職についての不安 35.148.173.111.224.186.123.196.124.145.105.106.1
生活環境の大きな変化 1.54 1.42 0.90 1.09 0.58 0.91 ** 7月＞9月，7月＞1月 0.58 1.06 0.39 0.72 0.95 1.14 * 1月＞9月
自分の容姿や外見への不満 12.123.133.135.172.105.189.060.141.131.122.173.1




他人から失望させられた 0.96 1.30 0.42 0.67 0.37 0.66 * 7月＞9月、** 7月＞1月 1.50 1.35 1.08 1.22 1.21 1.12
嫌いな人とも付き合わねばならない 82.112.193.124.102.193.172.675.178.058.071.169.0





他人から不愉快な目に合わされた 12.159.029.035.062.142.157.044.065.073.020.176.0 * 7月＞9月
周囲の人の無理解 87.066.067.055.098.047.008.064.028.085.000.176.0
身体が弱い 09.028.071.180.132.111.129.045.089.064.041.156.0
衣食住が十分でない 40.128.036.043.059.016.075.083.009.045.041.156.0 ☨ 1月＞9月
私を嫌っている人がいる 18.066.027.024.032.159.007.044.078.025.010.126.0
退屈で何もすることがない 80.185.089.017.079.086.007.084.038.045.070.165.0
他人から冷たい態度を取られる 79.067.096.054.012.159.057.083.007.044.038.084.0 * 7月＞9月
誰かとけんかをした 80.148.090.128.034.155.138.025.078.045.059.073.0 ** 7月＞9月
大きな怪我や病気 58.073.045.042.036.043.085.033.085.032.009.053.0






14.1 ± 6.4、女子 16.1 ± 6.3）、対人ストレッサー（男
子 11.2 ± 7.3、女子 12.6 ± 7.2）、大学・学業スト
レッサー（男子 15.3 ± 6.5、女子 14.4 ± 5.5）、物理・
身体的ストレッサー（男子 10.6 ± 5.9、女子 11.7
± 6.0）であり、平均値± 1 標準偏差内を標準的な
ストレッサーの範囲と示している。本学 1 年生の








年生 69 名の 7 月時点の実存的ストレッサーは、平
均点 10.19（標準偏差 7.49）であり、今回の分析対



















= 11.285, MSe = 21.105, p  < .01：Greenhouse-
Geisser により調整）、多重比較（Bonferroni の方法）
の結果、5％水準で 7 月＞ 9 月、7 月＞ 1 月であった。
物理・身体的ストレッサーにおいては、1％水準で
有意差がみられた（F（2, 102）= 11.958, MSe = 
13.554, p < .01：Greenhouse-Geisser により調整）。
多重比較（Bonferroni の方法）の結果、5％水準で






















Mean SD Mean SD
7月 5.67 5.79 9.68 6.89        *
9月 4.15 4.18 6.11 5.12    *
1月 3.85 4.24 7.05 5.99
7月 10.41 7.14 11.22 1.17
9月 9.04 7.35 11.46 1.08
1月 9.22 6.79 11.14 1.09
7月 14.61 6.77        * 15.73 6.28
9月 11.04 6.13    * 14.16 6.18        *
1月 11.24 5.49 13.32 6.16
7月 8.96 6.24        * 9.55 4.54    *
9月 5.92 5.39    * 7.37 4.81
1月 5.88 4.34 8.61 4.93


















意差がみられ（F（2, 74）= 8.669, MSe = 15.072, 
p < .01：球面性の仮定により調整）、多重比較
（Bonferroni の方法）の結果、5％水準で 7 月＞ 9
月、7 月＞ 1 月であった。大学・学業ストレッサー
は、1％水準で有意差がみられ（F（2, 72）= 5.731, 
MSe = 9.625, p < .01：球面性の仮定により調整）、
多重比較（Bonferroni の方法）の結果、5％水準で 7
月＞1月であった。物理・身体的ストレッサーは、5％
水準で有意差がみられ（F（2, 74）= 3.913, MSe = 
11.651, p < .05：球面性の仮定により調整）、多重
比較（Bonferroni の方法）の結果、5％水準で 7 月＞
9 月であった。実存的ストレッサーの得点は、どの











































よび多重比較の結果を図 1・図 2 に示す。
　1 年生において、時期による変化に有意差がみら
れたのは、「看護教員との関わり」（7 月＞ 1 月）と、








　2 年生は、11 項目中 4 項目において、7 月と 1 月、
9 月と 1 月との間に有意差がみられた。学業スト
レッサーは「試験科目が多い」（7 月＞ 1 月，9 月
＞ 1 月）の 1 項目で有意差がみられた。また、対
人ストレッサーは「看護教員との関わり」（1 月＞
7 月，1 月＞ 9 月）、「ナースとの関わり」（1 月＞ 7
月，1 月＞ 9 月）、「患者との関わり」（1 月＞ 7 月，
























































































































年生における「大いにある」の回答者は 7 月・9 月・
1 月のどの時期もおおよそ一定の割合であったもの













しある」の割合は 9 月・1 月ともに 4 割を超え、「全
くない」の回答者の割合は 7 月時点に比べて 1 月




えていた。9 月・1 月においては、4 割前後まで減
少していた。
　「卒業後にやりたいことがみつからない」に「大
いにある」と回答した者は、1 年生 7 月が最も多く、
約 1 割であった。その後、「大いにある」、「少しある」
を含めた回答者の割合は、1 年生 9 月・1 年生 1 月・
2 年生 7 月・2 年生 9 月にかけてやや減少する傾向













業後にやりたいことがみつからない」は、1 年 7 月
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